
戦略研究に対する今後の対応 

１． 戦略研究 

戦略研究とは

あらかじめ行政ニーズに基づき設定した研究課題について、成果目
標とプロトコール骨子を事前に設定した大型の臨床研究

あらかじめ行政ニーズに基づき設定した研究課題について、成果目
標とプロトコール骨子を事前に設定した大型の臨床研究

戦略研究が目指すアウトカム研究
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「今後の中長期的な厚生
労働科学研究の在り方に
関する専門委員会」
中間報告（厚生労働省）

第2期科学技術基本計画
平成13年3月 閣議決定

「戦略的アウトカム研究策定に関する研究」 班
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・戦略研究インフラ・モニタリング・評価の検討

第3期科学技術基本計画
平成18年3月 閣議決定
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２．検討課題 

 ○ 間接経費の確保 

 ○ 研究運営体制の効率化 

 ○ 研究スキームの見直し 

 ○ 研究者選定の見直し 

 

３．戦略研究企画・調査専門委員会の設置 

○ 平成１９年度より厚生科学課に、戦略研究企画・調査専門委員会を設置する。 

戦略研究企画・調査専門委員会の役割・機能

科学技術部会で承認された研究課題について、当
該領域の専門家等のヒアリングを踏まえ、政策目標
に照らしてプロトコール骨子を作成する。

プロトコール骨子の
作成

各戦略研究課題について、定期的な進捗管理に係
るモニタリング及び必要な支援を実施する。（初年度
５回、次年度以降３回程度）

モニタリング機能

開始後３年目に当たる戦略研究について、中間評価
を実施する。

中間評価

終了した戦略研究について、事後評価を実施する。事後評価

 

戦略研究企画・調査委員会の位置づけ

厚生科学審議会科学技術部会厚生科学審議会科学技術部会

厚生科学課厚生科学課 所管課所管課

戦略研究企画・調査
専門委員会

戦略研究企画・調査
専門委員会

研究実施団体

科学技術調整官会議

（行政ニーズに基づく

課題の提案）

厚生労働省

報告了承

○モニタリング機能

○中間評価

○事後評価

○プロトコール骨子の作成

連携・協力

戦略研究遂行
上の支援等

・戦略研究に係る研究費の執行等

・戦略研究に係る委員会に関する規定作成、設置、運営

・研究参加者の公募、採択に関する規定作成及びその実施

・研究実施体制の整備等

戦略研究リーダー
選考分科会

戦略研究リーダー
選考分科会

戦略研究遂行
上の支援等

検討
依頼

報告
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